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9．参考資料

　　【平成28年2月1日 現在】

氏  名

（１）　学長 佐　藤　　　　敬

吉　澤　　　　篤

加　藤　　　　健

伊　藤　 成　治

郡 　　　千寿子

大河原　 　　隆

今　井 　正　浩

戸　塚　 　 　学

若　林 　孝　一

木　田 　和　幸

宮　永 　崇　史

橋　本 　　　 勝

北　原 　啓　司

（４）　学長が指名する副理事 曽　我　 　 　亨

（５）　その他学長が必要と認めた者 伊　藤 　康　志

COC推進本部会議  委員名簿

ＣＯＣ推進本部規程第４条 職名等

（２）　理事

（３）　各学部長及び研究科長

理事（企画担当）

理事（総務担当）

理事（教育担当）

理事（研究担当）

理事（社会連携担当）

人文学部長

教育学部長

副理事
人文学部教授

学務部長

医学研究科長

保健学研究科長

理工学研究科長

農学生命科学部長

大学院地域社会研究科長
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　　　　　　　　　【平成28年2月1日 現在】

氏　　　　名 職　名　等

佐　藤　　　 敬   弘前大学長

三　村　申　吾 　青森県知事

葛　西　憲　之 　弘前市長

吉　澤　　　 篤 　弘前大学理事（企画担当）

加　藤　　　 健 　弘前大学理事（総務担当）

伊　藤　成　治 　弘前大学理事（教育担当）

郡 　　 千寿子 　弘前大学理事（研究担当）

大河原　　　隆 　弘前大学理事（社会連携担当）

曽　我　　　 亨 　弘前大学副理事　

若　井　敬一郎
　青森県商工会議所連合会会長

　（青森商工会議所会頭）

蝦　名　文　昭 　青森県中小企業団体中央会会長

竹　林　秋　雄 　青森県商工会連合会会長

沼　田　　　 廣 　（一社）青森県経営者協会会長

杉　本　康　雄 　青森経済同友会代表幹事

東　　　 康　夫 　（一社）青森県工業会会長

永　澤　弘　夫 　弘前商工会議所会頭

島　　　 康　子 　NPO法人ぷらっと下北代表

米　田　大　吉 　NPO法人プラットフォームあおもり理事長

青森地域COC推進協議会 委員名簿
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9．参考資料

【平成28年3月1日 現在】 

等　名　職名　　　氏

吉　澤　　　篤 理事（企画担当）

曽　我　　　亨
副理事

人文学部　教授

西　村　君　平 COC推進室  助教

野　口　拓　郎 COC推進室  助教

伊　藤　康　志 学務部長

堀　内　昭　彦 総務課長

村　市　　　悟 財務企画課長

石　川　真　理 教務課長

長谷川　直　生 就職支援室長

古　舘　賢　樹 研究推進課長

小田桐　　　努 社会連携課長

小　山　　　宏 副理事

村　下　公　一
副理事

研究・イノベーション推進機構　教授

内　山　大　史 研究・イノベーション推進機構　教授

小　磯　重　隆 学生就職支援センター　准教授

吉　川　源　悟 COC+推進コーディネーター

COC推進室　室員名簿
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青森ブランドの価値を創る地域人財の育成

【平成27年10月1日現在】

青森産官学人財育成
パートナーシップ協議会要項第３

等名職名　　　氏

曽　我         亨
（会長）
副理事

小　磯　　重　隆
（副会長）

学生就職支援センター　准教授

内　山　　大　史 研究・イノベーション推進機構　教授

野　口　　拓　郎 COC推進室　助教

伊　藤　　康　志 学務部長

石　川　　真　理 教務課長

古　舘　　賢　樹 研究推進課長

小田桐　　　　努 社会連携課長

石戸谷   安  信 青森県企画政策部企画調整課長

山　本　   　　昇 弘前市経営戦略部長

櫻　庭　  洋　一 青森県商工会議所連合会常任幹事

橋　本　  広　平 弘前商工会議所事務局長

青森産官学人財育成パートナーシップ協議会　委員名簿

（１）　学長が指名する弘前大学の職員

（２）　青森県及び弘前市の自治体関係者

（３）　青森県内の企業関係者
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9．参考資料

【平成27年4月1日現在】

等名職名　　　氏

森　 　　樹　男
（委員長）

人文学部　教授

石　川　隆　二 農学生命科学部　教授

高　島　克　史 人文学部　准教授

小　磯　重　隆 学生就職支援センター　准教授

西　村　君　平 COC推進室　助教

渡　部　靖　之
青森県教育庁生涯学習課

学校地域連携推進監･課長代理

大　浦　雅　勝 株式会社コンシス　代表取締役

青森産官学人財育成パートナーシップ協議会

ルーブリック・ポートフォリオ分科会　委員名簿

【平成28年3月23日現在】

等名職名　　　氏

石　塚　哉　史
（委員長）

農学生命科学部　准教授

授教准　部学科命生学農雄　智　田　前

教助　部学科命生学農人　隼　多　前

教助　室進推COC平　君　村　西

辻　脇　悟　志
株式会社木村食品工業
執行役員 経営企画室長

青森産官学人財育成パートナーシップ協議会

地域特定プロジェクト志向専門人財育成プログラム分科会　委員名簿
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青森ブランドの価値を創る地域人財の育成

【平成27年10月１日 現在】

氏　　　名 職 名 等

花　　田　　勝　　美 　青森中央学院大学長

大　　坪　　秀　　一 　八戸市総合政策部長

杉　　山　　大　　幹 　株式会社青森銀行取締役

成　　田　　昌　　造 　青森県高等学校長協会長

小 山 内 　 世 喜 子 　青森県男女共同参画センター館長

COC外部評価委員会　委員名簿
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9．参考資料

　■　弘前大学COC事業新聞掲載記事

　東奥日報　20面　（平成27年7月24日付）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東奥日報社提供           
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青森ブランドの価値を創る地域人財の育成

　陸奥新報　21面　（平成27年7月31日付）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陸奥新報社提供
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9．参考資料

　東奥日報　23面　（平成27年9月19日付）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東奥日報社提供　　
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青森ブランドの価値を創る地域人財の育成

　陸奥新報　3面　（平成27年10月30日付）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陸奥新報社提供
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9．参考資料

　陸奥新報　2面　（平成27年11月29日付）

　　　　　　　                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陸奥新報社提供
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青森ブランドの価値を創る地域人財の育成

　陸奥新報　2面　（平成27年12月24日付）

　　　　　　　                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                                                                                          陸奥新報社提供
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9．参考資料

■　高橋克彦氏講演会「北の炎」　チラシ

■　弘前大学グリーンカレッジ　チラシ
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青森ブランドの価値を創る地域人財の育成

■　地域交流人口増加プロジェクトin大間町　チラシ

■　西目屋村　地域メディア魅力向上プロジェクト　チラシ

　　　　　　　                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                                                                                                        

そうよ私はマグロ女子

島   康 子島   康 子
しま やすこ

NPO法人ぷらっと下北代表
青森県大間町生まれ。
慶応大学法学部卒業後、東京、仙台での
生活を経て平成 10 年春にＵターン。
ふるさとの「濃さ」に圧倒される。
平成 12 年２月、まちおこしゲリラ集団

「あおぞら組」を結成し「マグロ一筋」Ｔ
シャツ・マグロのぼりを開発するなど、
おもしろがる心で地域を元気にする試
みを行っている。

【問合せ・申込先】　弘前大学COC推進室（西村）
TEL 0172-39-3863 ／ k-nishi@hirosaki-u.ac.jp

地域交流人口増加プロジェクト in 大間町地域交流人口増加プロジェクト in 大間町

参加者募集
特 別 講 師

申込締切　平成27年8月6日（木）まで

【主催】　弘前大学

弘前大学各学部の1・2年生 対象弘前大学各学部の1・2年生 対象
■ 参加者は、学生教育研究災害傷害保険（学研災）・学生教育研究賠償
　 責任保険（学研賠）等の保険に加入する（している）必要があります。
■ 交通費・宿泊費の一部を弘前大学が負担し、学生個人の負担額が最大 
    でも 5,000 円程度におさまるように調整します。
    詳細は申込者に対する説明会にてお話いたします。

弘前大学　COC

金 火

申込方法   下記メールアドレスに連絡　または
　  総合教育棟1階COC推進室に申込用紙を提出

地域交流人口増加プロジェクト　in  大間町

プロジェクト概要 About

　大間町は本州最北端の小さな町です。病院に行くにも買い物に行くにも、函館
市へのアクセスとなる大間函館航路は大間町にとってはなくてはならない存在
です。しかし、大間町民の利用だけでは、十分な利益は出ません。大間函館航路が
持続可能な航路として存続していくためには、もっとたくさんの人にフェリーを
使ってもらわないと、「町民の足」がなくなってしまいます。 
　こうした問題意識のもとで、今回、NPO法人ぷらっと下北代表島康子氏と弘前
大学COC推進室が連携して「函館に来る台湾からの観光客を呼び込んで、大間町
民の生活航路『大間函館航路』を守る」という課題に取り組むことになりました。
　近年、諸外国、特に台湾では函館旅行が大きなブームとなっています。函館を訪
れている台湾からの観光客の宿泊数が、下北半島全体の宿泊数を超えているとも
言われています。その1％でも海を渡ってくれれば、経済効果は大きいのです。
　しかし、どうすれば台湾からの観光客が大間町に興味を持ってくれるのか、大
間町を楽しんでくれるのか、その手がかりはまだつかめていません。
　そこで今回、大間町を舞台にした地域交流人口増加プロジェクトへの学生の協
力者を募集することにしました。もしこの話を聞いて興味を持ってくれた学生が
いれば、是非とも、この地域交流人口増加プロジェクトに参加してください。
　特に、公共機関の経営に関心のある学生、観光業界・広告業界に関心のある学
生、地域活性化に関心のある学生を募集しています。

弘前市
青森県

北海道

函館市

大間町

進行スケジュール Schedule

弘前大学内にて地域交流人口増加プロジェクトの政策的背景、大間町・函館市の実
状、島康子氏とNPO法人ぷらっと下北のこれまでの取り組み、現在の課題について学
修し、12日以降の調査プランを作成します。

9月 11日（金）

弘前大学内にてガイダンス

9月12日（土）・13日（日）

函館市・大間町にて現地調査

12日は函館市に、13日は大間町に移動して、現地で台湾からの観光客を函館市から
大間町へと招き入れるための手立を調査・考察します。
なぜ台湾から函館市に来るのか、そしてどうすれば大間町にも来るようになるのか、
フィールドワークやインタビューを通して検討して、企画をまとめていきます。

9月 14日（月）

大間町にて成果発表
14日は大間町でのプレゼンテーションを実施します。大間町民の方々を相手に、
自分たちの考えた企画を発表し、町民の方々からフィードバックをもらいます。

弘前大学の「青森ブランドの価値を創る地域人財の育成」は
平成26年度の文部科学省「地（知）の拠点整備事業（大学COC事業）」に採択されました。

ラムダプロジェクト～津軽海峡交流圏の形成をめざして～
　現在、青森県ではラムダプロジェクトと呼ばれる交流人口増加プロジェクトが進められています。
　このプロジェクトは、青森県全域と函館市を中心とする道南地域とを「λ」型のエリアと捉えて、エリア内部での交流人口・エリア外か
らの交流人口を増加させていこうというものです。大間町は下北半島の最北端に位置し、函館̶大間をつなぐフェリー航路を有しており、
ラムダプロジェクトの拠点の一つとなっています。

12日は函館市、13日・14日は大間町のホテル等に宿泊する予定です。

本プロジェクトを通して、参加学生には１）地域の実状と課題を学ぶ、２）地域振興の企画運営のノウハウを学ぶ、３）大学での座学
とは一味違う「本当の地域課題」に触れるといった学修効果が得られると期待されます。プロジェクトにおける学生の学修過程や結果
については、COC推進室・西村の方でとりまとめて、参加した学生にフィードバックします。学生には、交流人口増加プロジェクトの
成功だけに集中して、全力を尽くして頂きたいと考えています。

本プロジェクトの効果

大間函館航路（90分）

15日の朝に大間町を出発し、弘前大学まで帰ります。

参加者募集

地域教育プロジェクト 西目屋村

プロジェクト概要

西目屋村は弘前市の西隣に位置する人口１５００の小さな村です。
世界遺産である白神山地の玄関口であることで知られ、世界に誇る
大自然が広がる美しい村でもあります。

近年、西目屋村の全世帯にケーブルテレビ「西目屋テレビ（ ）」
が整備されました。

本来、ケーブルテレビは住民に向けて地域の魅力や取り組みを伝え
られる貴重なメディアの一つとして位置づけられております。

しかし、今現在、西目屋テレビでは文字だけの案内が中心となり、
動画の配信においてはほとんどできていないのが現状です。
「西目屋村にも魅力的な地域の番組を！」という声が村から挙がり、
弘前大学がこれに協力する形で、本プロジェクトが始まりました。

もしこの話を聞いて興味を持ってくれた学生がいれば、是非とも、
このプロジェクトに参加してください。特に、メディア関係や観光業界、
地域活性化に関心のある学生を募集しております。

番組制作というミッションにはなりますが、特別な経験やスキルは
求めてはおりません。どなたでも安心して参加ください。

進行スケジュール

１１月１９日（木）

１１月２０日～２９日

弘前大学内にてガイダンス

西目屋村にて取材

１２月中旬

弘前大学にて成果報告会

１１月３０日～１２月中旬

編集作業＆放映

弘前大学内にて、地域教育プロジェクトの背景、西目屋村
の実情、工藤氏の西目屋村との関わりなどを学修し、

日以降の取材プランを作成します。

工藤氏のサポートのもと、西目屋村にて住民の方々や
自然や史跡等の取材をおこなっていきます。
現地での取材はこの期間の 日のみとなります。

取材の振り返りをワークショップ形式で開催し 日のみ 、
番組をブラッシュアップしていきます。
完成された番組は、 月中旬頃に村内で放映されます。

学内にて成果報告会を開催します。報告会終了後は、
懇親会を予定しております。
後日、成果報告書の執筆に協力いただき、本プロジェクト
は終了となります。

弘前大学の「青森ブランドの価値を創る地域人財の育成」は平成 年度の
文部科学省「地（知）の拠点整備事業（大学 事業）」に採択されました。

※ スケジュールは相談次第で融通が効きます

テレビ番組
つくってみます？

【参加対象者】
弘前大学に所属する学生
■ 参加者は学生教育研究災害傷害保険（学研災）等に

加入する（している）必要があります。
■ 交通費は弘前大学が負担します。

【ガイダンス開催日】
平成 年 月 日（木） 時～ 時
場所：総合教育棟

【申込み方法】
下記メールアドレスに連絡 締め切り： 月 日（火）

【申込先】
推進室（野口）

【本プロジェクトに対しての質問・相談】
推進室（西村）

地域教育プロジェクト

西目屋村 地域メディア魅力向上プロジェクト

【特別講師・番組制作協力者】

工藤 健
（「いつ・もの・こと目屋新聞」編集部）

工藤氏プロフィール

歳、弘前市在住。 年に東京都から
弘前市にターン。
「いつ・もの・こと」はご近所の井戸端会議や
回覧板で話題になりそうな‘いつもの’の日常
をテーマにした地域メディアで、地域のコミュ
ニケーションを豊かにし、人々の絆を育もうと
するものです。
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9．参考資料

■　三沢市　民具保存・活用プロジェクト　チラシ

■　弘前大学ダイバーシティワークショップ　チラシ

　　　　　　　                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                                                                                                        

【参加対象者】
弘前大学に所属する学生
■ 参加者は学生教育研究災害傷害保険（学研災）等に

加入する（している）必要があります。
■ 交通費は弘前大学が負担します

【第１回ワークショップ「民具に触れる」開催日】
平成 年 月 日（金） 時～ 時
集合場所：弘前大学資料館

【申込み方法】
下記メールアドレスに連絡 締め切り： 月 日（水）

【申込先】
推進室（野口）

【本プロジェクトに対しての質問・相談】
推進室（西村）

地域教育プロジェクト

三沢市 民具保存・活用プロジェクト

【講師】

山田 嚴子 教授
（弘前大学人文学部）

プロジェクトに対する想い

小川原湖民俗博物館の民具は、南部の生活の
変遷を知る上で、欠かすことのできない圧倒的
な資料群です。
資料としての価値を損なうことなく、次の世代
に伝えるために、学生の立場から一緒に考えま
しょう。

地域教育プロジェクト 三沢市

プロジェクト概要

小川原湖民俗博物館（青森県三沢市）は、温泉の付属博物館でしたが、
経営者交代後に閉館され、今年 月 日に解体が始まりました。

その際、民具救出に駆けつけたボランティアの中には、博物館内の
民家の搬入作業を手伝った方もいて、「二度と手に入らないのに･･･」と
嘆いていたそうです。作業は暗い中、ライトをつけながら行われ、余裕
もないままダンボールに入れられました。

国・県・市有形民俗文化財に指定されているものは博物館などに移蔵
され、残りの資料のうち 点が弘前大学に運ばれてきました。

このままでは、青森県の貴重な文化財が失われてしまう可能性があり
ます。このような問題は、日本全体で表面化してきているのも事実で、
もはや青森県だけの問題ではありません。

もしこの話を聞いて興味を持ってくれた学生がいれば、是非とも、
このプロジェクトに参加してください。特に、公務員、学芸員、教員、
地域活性化に関心のある学生を募集しております。

民具の利活用を考えるミッションにはなりますが、特別な経験や
スキルは求めてはおりません。どなたでも安心して参加ください。

進行スケジュール

１１月２０日（金）

１１月２８日（土）

ワークショップ「民具に触れる」
弘前大学内にて

三沢市にてフィールドワーク

１２月１２日（土）

弘前大学にて成果報告会

弘前大学資料館にて、実際の民具に触れ、その形、
手触り、歴史を実感します。（ワークショップ後に
簡単な会食も予定されています。）

民具活用のヒントを探すために、旧小川原湖博物館
の跡地を見学したり、元･学芸員の方、三沢市教育委員会
の方にお話を伺います。

月 日～ 月 日の間に、 推進室の教員の支援
のもとで、民具保存・活用のアイディアを、企画の形に
まとめます。実際のグループで作業は 回、各 時間半を
予定しております。

民具保存・活用についての企画について、プレゼンテー
ションします。

弘前大学の「青森ブランドの価値を創る地域人財の育成」は平成 年度の
文部科学省「地（知）の拠点整備事業（大学 事業）」に採択されました。

※ スケジュールは相談次第で融通が効きます

全日程に参加できない学生については、一部参加も可能です。

グループワーク

１１月２９日～１２月１１日

民具救出時の様子
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■　弘前のオトとモノ　チラシ

■　若手社会人×弘大生～つながるトーク～　チラシ

　　　　　　　                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                                                                                                        

弘前大学 地域教育プロジェクト vol.4

　普段、当たり前のこととして看過している、

暮らしの中のオトやモノに着目し、そもそも

音楽とは何なのか、工芸とは何なのかをワー

クショップ形式で体験的に捉え直します。

　日々の暮らしの中から立ち現れる〈音楽〉

と〈工芸〉の存在に気づく体験は、参加者の

皆さんに音楽を聴くための耳、工芸を観るた

めの眼を開かせるはずです。

　芸術に興味のある方、新しい地域おこしの

形を模索したい方、創造的な職業への就職を

希望する方の参加を歓迎します。なんとなく

興味のある方の参加も大歓迎です。

プロジェクト概要

13:00-17:00

【弘前市上瓦ケ町１１－２】

講 師 今田 匡彦
( 弘前大学教育学部教授・音楽教育学者・音楽家）

髙橋 憲人 (弘前大学大学院地域社会研究科1年）

(12:30　弘前大学正門前集合）

主 催　国立大学法人弘前大学
【問合せ・申込先】　弘前大学COC推進室（西村）
TEL 0172-39-3863 ／k-nishi@hirosaki-u.ac.jp

参加費無料　要事前申込【2/1まで】

✂キリトリ線

開催場所：cafe&juice 集会所 indriya
　　　　　弘前市紙漉町 4-6（弘大から徒歩 5 分）
参加費：1,000 円（食事代込み）
申込先：学生就職支援センター 
TEL：0172-39-3129
E-mail：scc@hirosaki-u.ac.jp

     主催：弘前大学

平成 27年
11 月 19 日（木）
18：30 ～ 20：30 申し込み用紙

氏　名
ﾌﾘｶﾞﾅ

学籍番号

学部・研究科　　　　　学科・課程 　　年 

携帯番号

平川市役所
企画財政課
成田 隼輝

小規模自治体の仕事の
魅力伝えます

ＪＡ相馬村
広報担当
澤田 勲

弘前市地域おこし協力隊
サポート協議会スタッフ

も兼務

㈱青森ダイハツ
モータース　

営業担当
三上 真史

大学院時代は
地域振興にも着手

㈱青森銀行
営業担当

福士 智恵

営業先が弘大
弘大卒の強みを発揮

弘前市役所
市民協働政策課
佐々木 絵理

1％事業、弘大周辺の町会
活性化等を担当

起業家
（こぎん刺し）
角舘 徳子

県外出身（岩手県）
津軽伝統工芸

「こぎん刺し」の
新たな担い手

弘前航空電子㈱
人事担当

工藤 恭平

弘大生協との連携も
積極的に展開

若 手 社 会 人 と の

交 流 を 通 し て

卒 業 後 の イ メ ー ジ を

ふ く ら ま せ て み よ う ！

若 手 社 会 人 と の

交 流 を 通 し て

卒 業 後 の イ メ ー ジ を

ふ く ら ま せ て み よ う ！

若手社会人 ×弘大生
～ つ な が る ト ー ク ～
若手社会人 ×弘大生
～ つ な が る ト ー ク ～

※先着 15 名

今回の会場は
『cafe&juice 集会所 indriya』

今回の会場は
『cafe&juice 集会所 indriya』
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9．参考資料

■　弘前大学起業家塾　チラシ

　　　　　　　　　　　　第1回　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　
　　　　　第2回　

起業
家塾

木

お問い合わせ
お申し込み先

会 場 ： 弘前大学総合教育棟
２階大会議室

弘前大学

＜講 師＞ 株式会社 フォーテック 代表取締役社長
国立大学法人弘前大学 研究戦略アドバイザー 石田 正樹氏

＜対象者＞

学 生
若手研究者
若手経営者

第１回 キックオフセミナー

業種業界を超えた取り組みで、 年以上新規事業構築に関わり、すべてに成果を出している起業のスペシャリスト。
もしもしホットラインでは人工知能（ ）を活用した自動応答システムを導入し、事業開始２年で黒字化に成功。
富士ソフト株式会社（東証 部）では、組織改革等を行い新規事業部設立後３年で売上 億円を達成するなど凄腕の持ち主。
近年、人工知能（ ）を活用したビジネス構築を進めており､７月から 時代に即した サービス会社の設立準備中。

「事業構築必勝戦略のコツ
～ × で未知の領域へ～」

募集人数 ４０名
メールまたは電話にて
事前にお申し込み下さい

年 月 日
スタート

研究推進部 研究推進課 産学連携推進グループ国立大学法人弘前大学
担 当：山 本

主 催：国立大学法人弘前大学（研究・イノベーション推進機構）

後 援：青森県

～ 講師プロフィール ～

～今後の予定（全６回）～ 豊富な経験を備えた超実力派講師に現在交渉中 御期待下さい！！
第２回（９月予定） 「イノベーション論」「アントレプレナーシップについて」など
第３回（１１月予定） 「リーダートレーニング」「リーダーシップ論」など
第４回（１２月予定） 「ベンチャー起業論」「ベンチャーファイナンス論」など
第５回（１月予定） 「経営戦略論」「イノベーション創出論」「マーケティング戦略論」など
第６回（２月予定） 「創業と生き残りをかけて」「対話型イノベーション：実現に向けて」「ビジネスコンテスト」など

共 催：弘前市・公益財団法人２１あおもり産業総合支援センター
弘前商工会議所・ひろさき産学官連携フォーラム
フューチャーベンチャーキャピタル株式会社

当日
参加
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青森ブランドの価値を創る地域人財の育成

　　　　　　　　　　　　　第３回　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　
　　　　　　　第４回　

弘前大学

共 催：フューチャーベンチャーキャピタル株式会社・弘前市・弘前商工会議所
公益財団法人２１あおもり産業総合支援センター・ひろさき産学官連携フォーラム

主 催：弘前大学（研究・イノベーション推進機構）

後 援：青森県

月
18:00-20:00

研究・イノベーション推進機構 研究推進部研究推進課産学連携推進グループ国立大学法人弘前大学
担 当：山 本 jm3907@hirosaki-u.ac.jpTEL : 0172-39-3912

「GEが取り入れた
シリコンバレー流とは？」

＜講師＞
日本GE株式会社 復興支援・サステナブルシティ推進・
オリンピック プログラムマネージャー

加藤 俊也先生
＜プロフィール＞
2010年ＧＥヘルスケア・ジャパン株式会社に入社。
地域連携などの業務を経て、マーケティング企画部マネージャーとして、自治体とのアラ
イアンスなどを推進。地域の課題解決をテーマに、自治体と地域のヘルスケア領域におけ
る産官学のプロジェクトをリード。 2013年11月より復興支援・サステナブルシティ推進、
2014年5月から東京オリンピックの日本事務局も担当。

「産学連携による
イノベーション創出」

＜講師＞
株式会社東京大学TLO 代表取締役社長

山本 貴史先生
＜プロフィール＞
1985年株式会社リクルート入社。10年間採用業務を担当した後、社内提案制度において
産学連携による技術移転のスキームを提案し入選。事業化に向けての検証を始動させる。
その後、米国の技術移転に関する研究に着手。世界の国立研究所等の技術移転の業務フ
ロー分析により、日本との違いを明らかにした。2000年7月より現職。

学生 院生 若手研究者
若手経営者

対 象 者

エントリー
受 付 中 ！

（全６回）

会 場 ： 弘前大学総合教育棟
404講義室

ビジネスコンテスト開催
様式及び概要については下記HPを御覧下さい！
URL：http://www.rprc.hirosaki-u.ac.jp/
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9．参考資料

　　　　　　　　　　　　　第５回　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　
　　　　　　　第6回　
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